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南山大学短期大学部学長　鳥巣義文
　本紀要は，本学が南山短期大学から南山大学短期大学部へと改組される以前に刊行を続けていた
『南山短期大学紀要』の「復刊号」であり，同時に「終刊号」となります。
　『南山短期大学紀要』の創刊は，1972（昭和 47）年 9月に遡ります。それは本学の創設後 4年目
のことでした。本学は 1968年に英語の実践的な運用能力に焦点を当てた教育を行うことを目的と
して，英語科の単科で創立されました。オーラル・イングリッシュ，オーラル・コミュニケーショ
ン，オーラル・インタープリテーション等の名称が英語科の教育とともに想起されます。そして，
英語科設置から 5年後，1973年 4月に人間関係科が開設されました。人間関係科のアプローチも
実践的であり，体験学習の方法をとっていました。こちらはフィールドワーク，ボランティアワー
ク等がその教育とともに想起されます。こうして 2学科体制で本学は運営されるようになり，英語
の運用能力あるいはリーダーシップと自己表現力等をそなえた学生を社会に送り出すことにより，
約 30年にわたって地域社会へ貢献しました。その後，次第に学校を取り巻く社会状況の変化が激
しくなる中，南山学園の法人合併や南山大学の学部改組を機に，2000年 4月に南山短期大学人間
関係科が南山大学人文学部心理人間学科へと改組され，また 2011年 4月に南山短期大学英語科は
南山大学短期大学部へと改組されました。この間，1972年から 2010年までに，創刊号から第 38
号までの紀要を刊行しました。
　改組後の短期大学部の教育・研究については，南山大学内に既存の関連領域の紀要等に投稿する
ようになりましたが，この度，2011年 4月から教育・研究活動を続けてきた短期大学部英語科が
2017年度末をもって閉部となるのを機に，再度，『南山大学短期大学部紀要』として所属教員の研
究内容を公刊したいという希望があり，ここに取りまとめることになりました。振り返れば，改組
前の短期大学紀要第 38号の巻頭言に，私は「短期大学部化が完了した暁には，新生英語科におけ
る教育研究の真価を世に問うためにも，その体裁等については様々な可能性があろうが，本学紀要
自身の新生についても検討されることを期待したい」と当時の自分の胸の内を記していましたので，
おもわぬ形で実現することになりました。
　短期大学部英語科は閉部しますが，本学部の実践的な英語教育の伝統は次年度以降も南山大学の
英語教育へと受け継がれていきます。教職員のさらなる教育・研究の発展を期待するとともに，読
者の皆様の忌憚のないご批評，ご教示をお願いいたします。
